
 
 
 
 
 
 
国税局のホ-ムペ-ジデ-タから税務署住

所録を作成 

［住所録作成］  
 郵便番号が 7 桁になり､便利になりました

が､申告書提出のための税務署住所録の整備

にも手数がかかります。便利なソフトも出て

いるのでしょうが､頭をひねってＨＰからデ-
タを入手し､宛名作成用ソフトの「筆まめ」

での使い方を実践してみます。この方法であ

れば､無料でかつ、郵便を受取る者が作成し

た住所なので､正確なのでしょう。 
 ホ -ムペ -ジはｈｔｍｌ（Hyper Text 
Markup Language の略です。文書間で関

連する情報をお互いに結び付け（リンク）、

相互に参照できるようにした機能）形式で作

成されていますので､そのままでは宛名ソフ

トにデ-タを移行できません。それでは東京国

税局のＨＰで所轄地一覧をクリックします。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

該当の都道府県をクリックすると 

税務署名：〒：所在地：ＴＥＬ：管轄地域 
の一覧表が表示されます。該当フレ-ムで右ク

リックしてすべて選択し、コピ－します。 

ＥＸＣＥＬを立ち上げ、貼り付けます。 
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6 列目に敬称を「税務署御中」とするために、

文字入力し､下の行にも複写します。 

区切り文字のｃｓｖ形式で保存します。 

宛名ソフトに読み込みます。 

 

割付項目は自動割付にします。氏名の下の行

の「敬称」に先ほど列の追加をした「税務署

御中」が「フィ－ルド 06」なので、割付けま

す。「読み込みと同時に郵便番号自動変換を

行う」の返り点をはずし、敬称デ-タは「デ-
タそのものを取り込む」を選択します。 
自動割付は読み込んでみて､表示が違ってみ

たら、やり直すことを繰り返せば､意外に簡

単に思い通りの割付が出来ます。 

 
に受け渡して､利用すると業務に有効な方法

が際限なく、広がります。 

こ の よ う

に,HP のデ-
タを表計算

に読み込ん

で、デ-タ加

工を行い､ソ

フト間での

デ-タ交換が

可能な CSV
形式で次の

専用ソフト 

罫線を無くします。 


